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〈
略
式
記
号
の
読
み
方
〉

通
夜
＝
諌
、葬
儀
＝
還
、喪
主
＝
間
、

施
主
＝
鑑
、葬
儀
委
員
長
＝
貫

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

未
契
約
の
お
く
や
み
は
異
体
字

（
作
字
文
字
）
は
使
わ
ず
、
新
字

体
で
掲
載
し
ま
す
。

　
※
「
お
く
や
み
」
は

面
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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「
北
大
通
を
も
っ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
に
し
た
い
」
「
昔
の
よ
う
に
に
ぎ
や
か
に
し
た
い
」

と
の
思
い
を
持
っ
た
女
性
た
ち
が
、
釧
路
市
北
大
通
３
の
「
サ
ロ
ン
ド
・
イ
フ
」
に
集
ま
っ

た
。
そ
の
数

人
超
え
。
北
大
通
で
商
い
を
し
て
い
る
女
性
や
北
大
通
と
関
わ
り
の
あ
る
女

性
た
ち
が
、
日
頃
か
ら
心
に
秘
め
て
い
た
思
い
や
近
い
未
来
に
実
現
し
た
い
希
望
を
語
り
合

っ
た
。
そ
こ
で
は
女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な
視
点
も
あ
れ
ば
、
女
性
経
営
者
な
ら
で
は

の
し
た
た
か
に
商
売
を
意
識
し
た
言
葉
も
交
わ
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
義
晃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
い
さ
つ
す
る
林
会
長
（
釧
路
薬

剤
師
会
提
供
）

北大通への思いを語り合った女性の会の初会合

昨年４月に根室管内で発生した漁船転覆事故
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釧
路
薬
剤
師
会
（
林
正
敏
会

長
）
は
１
月

日
、
釧
路
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
５
年
ぶ
り
と
な
る
新
年
交
礼

会
を
開
き
、
会
員
ら
が
今
年
一

年
の
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　
会
員
や
来
賓
ら
が
出
席
。
林

会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
マ
イ
ナ

保
険
証
や
電
子
処
方
箋
な
ど

医
療
、
介
護
分
野
で
も
電
子
化

が
進
ん
で
い
る
状
況
に
触
れ
、

「
電
子
化
の
波
に
取
り
残
さ

れ
る
会
員
が
出
な
い
よ
う
、
相

互
の
協
力
の
下
で
対
応
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
総
務

委
員
会
が
担
当
し
て
い
た
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
災
害
対
策

委
員
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る

な
ど
、
非
常
時
の
備
え
の
大
切

さ
を
訴
え
、
「
何
が
あ
っ
て
も

動
じ
な
い
、
焦
ら
な
い
、
蛇
の

よ
う
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
一

年
に
し
た
い
」
と
決
意
を
示
し

た
。

　
釧
路
市
医
師
会
の
柴
田
香
織

会
長
や
鶴
間
秀
典
釧
路
市
長
ら

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
釧
路
歯

科
医
師
会
の
岡
田
実
継
会
長
の

発
声
で
乾
杯
し
、
参
加
者
ら
が

親
睦
を
深
め
合
っ
た
。

　
１
月

日
に
開
か
れ
た
「
北

大
通
女
性
の
会
（
仮
称
）
」
の

初
会
合
は
、
洋
服
や
雑
貨
な
ど

を
販
売
す
る
サ
ロ
ン
ド
・
イ
フ

経
営
の
羽
生
幸
子
さ
ん
と
、
北

大
通
５
で
ブ
テ
ィ
ッ
ク
Ｃ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｎ
（
ク
レ
イ
ン
）
を
経
営
す

る
大
野
あ
つ
子
さ
ん
の
２
人

が
呼
び
掛
け
人
と
な
り
、
洋
品

店
や
化
粧
品
店
、
喫
茶
店
、
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
女

性
経
営
者
や
ス
タ
ッ
フ
、
北
大

通
周
辺
で
仕
事
を
し
て
い
る
人

な
ど
が
集
合
。
釧
路
市
議
の
河

合
初
恵
さ
ん
、
夏
堀
め
ぐ
み
さ

ん
、
藤
井
若
菜
さ
ん
の
３
人
も

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し

た
。

　
「
大
好
き
な
北
大
通
を
も
っ

と
盛
り
上
げ
た
い
」
「
学
生
時

代
に
は
よ
く
通
っ
て
い
た
け
ど

今
は
お
店
も
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
。
さ
ら
に
「
買
い
物
を

し
て
、
い
つ
も
立
ち
寄
る
店
で

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
の
が
楽
し

み
で
し
た
」
な
ど
、
誰
も
が
北

大
通
に
思
い
を
寄
せ
る
人
ば
か

り
だ
。

　
そ
う
し
た
人
た
ち
か
ら
今
後

に
つ
い
て
の
考
え
や
夢
も
語
ら

れ
た
。
「
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

や
り
ま
し
ょ
う
」
「
お
店
の
軒

先
に
ベ
ン
チ
を
置
き
ま
し
ょ

う
」
「
ト
イ
レ
を
使
え
る
場
所

を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
「
花
壇

に
花
を
」
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
北

大
通
を
歩
い
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
た
い
」
―
。
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
る
一
方

で
、
道
路
を
管
理
す
る
行
政
と

の
や
り
と
り
で
実
現
す
る
こ
と

が
難
し
い
課
題
も
報
告
さ
れ

た
。

　
そ
う
し
た
中
で
「
釧
路
駅
の

高
架
が
実
現
し
て
商
店
街
が
再

整
備
さ
れ
る
日
ま
で
、
私
た
ち

は
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
今
で

き
る
こ
と
。
私
た
ち
に
も
手
の

届
き
そ
う
な
未
来
や
希
望
を
語

り
合
い
た
い
。
自
分
た
ち
の
商

売
に
つ
な
が
る
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
」
と
正
直
な
本
音
が
聞

こ
え
て
き
た
。

　
そ
の
言
葉
に
触
発
さ
れ
る
よ

う
に
「
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約

す
る
Ｉ
Ｔ
技
術
を
生
か
し
た
掲

示
板
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
自
分

の
意
見
を
言
い
放
し
で
は
な

く
、
同
じ
よ
う
な
意
見
を
グ
ル

ー
プ
化
し
て
い
く
作
業
を
や
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は

付
箋
に
自
分
の
意
見
を
書
い
て

く
れ
れ
ば
い
い
で
す
。
皆
さ
ん

の
意
見
を
ま
と
め
て
い
き
ま

す
」
と
の
提
案
が
上
が
っ
た
。

　
初
会
合
の
今
回
は
前
向
き
な

パ
ワ
ー
を
感
じ
ら
れ
る
語
ら
い

の
場
と
な
り
、
ま
さ
に
次
に
つ

な
が
る
第
一
歩
。
今
後
の
進
展

に
目
が
離
せ
な
い
〝
女
子
会
〞

の
一
日
と
な
っ
た
。
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市
立
釧
路
総
合
病
院
は
、
２

０
２
５
年
度
会
計
年
度
任
用
職

員
を
募
集
し
て
い
る
。

　
募
集
す
る
の
は
、
デ
ー
タ
入

力
や
書
類
作
成
、
入
退
院
時
の

手
続
き
補
助
な
ど
、
診
療
に
関

す
る
周
辺
業
務
を
行
う
事
務
補

助
（
看
護
ク
ラ
ー
ク
）
。
必
要

資
格
は
不
問
だ
が
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
こ
と
。

求
人
数
は
５
人
で
、
任
用
期
間

は
今
年
４
月
１
日
〜

年
３
月

日
ま
で
（
更
新
の
可
能
性
あ

り
）
。
勤
務
は
基
本
、
月
曜
か

ら
金
曜
の
午
前
８
時

分
〜
午

後
５
時
ま
で
。

　
応
募
は
、
同
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
「
受
験
申
込
フ
ォ
ー

ム
」
か
ら
。
募
集
締
め
切
り
は

日
、
面
接
は

日
。
問
い

合
わ
せ
は
同
病
院
総
務
課
総
務

係
０
１
５
４
（

）
６
１
２
１

へ
。

会
計
年
度
任
用
職
員
を

市
立
釧
路
病
院
が
募
集

　
日
本
赤
十
字
社
釧
路
市
地
区

は
、
２
０
２
４
年
沖
縄
県
北
部

豪
雨
災
害
義
援
金
の
募
集
期
間

を
３
月

日
ま
で
延
長
す
る
。

受
け
付
け
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

郵
便
局
ま
た
は
同
地
区
（
釧
路

市
役
所
本
庁
舎
１
階
社
会
援
護

課
内
）
で
。
問
い
合
わ
せ
は
０

１
５
４
（

）
５
１
５
１
、
内

線
１
４
２
３
へ
。

沖
縄
県
北
部
豪
雨
災
害

義
援
金
募
集
を
延
長

　
　
　
　
　
　
　
…
釧
路
市
…

　
小
川
　
晴
行
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
お
が
わ

・
は
る
ゆ
き
）
２
日
死
去
、

歳
。
興
津
２
の

の

諌
５
日

午
後
６
時
還
６
日
午
前
９
時
、

大
川
町
７
の
清
華
堂
会
館
間
妻

孝
子
さ
ん
。

　
菅
原
　
幸
雄
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
す
が
わ

ら
・
ゆ
き
お
）
２
日
死
去
、

歳
。
阿
寒
町
富
士
見
１
の

の

諌
５
日
午
後
６
時
（
一
般
会

葬
午
後
４
時
〜
６
時
）
還
６
日

午
前

時
、
阿
寒
町
旭
町
２
の

西
来
寺
間
妻
英
子
さ
ん
貫
本
吉

俊
久
さ
ん
（
富
士
見
町
内
会
会

長
）
。

　
阿
久
津
　
仁
志
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
あ
く

つ
・
ひ
と
し
）
２
日
死
去
、

歳
。
武
佐
３
の

の
２
。
葬
儀

終
了
間
妻
由
美
子
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
…
釧
路
町
…

　
石
塚
　
輝
子
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
い
し
づ

か
・
て
る
こ
）
２
日
死
去
、

歳
。
別
保
南
５
の

諌
５
日
午

後
６
時
（
一
般
会
葬
午
後
４
時

〜
６
時
）
還
６
日
午
前

時
、

自
宅
間
妹
佐
々
木
奈
美
子
さ

ん
。

　
　
　
　
　
　
　
…
別
海
町
…

　
尾
形

？
？
？

　
千
代
子
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
お
が

た
・
ち
よ
こ
）
４
日
死
去
、

歳
。
尾
岱
沼
潮
見
町

諌
６
日

午
後
６
時

分
（
一
般
会
葬
午

後
４
時
〜
６
時

分
）
還
７
日

午
前

時
、
中
標
津
町
東
９
南

１
の
中
央
斎
場
ワ
タ
ナ
ベ
間
長

男
義
弘
さ
ん
鑑
孫
鼓
星
さ
ん
貫

渡
邊
幸
宏
さ
ん
。

 

【
札
幌
】
本
紙
さ
っ
ぽ
ろ
通

信
で
連
載
中
の
「
釧
根
人
」
第

１
１
９
回(

２
０
２
３
年

月

日
付)

で
故
郷
釧
路
へ
の
思

い
を
語
っ
た
丸
平
石
油(

札
幌

市)

の
先
代
社
長
平
澤
誠
氏
＝

写
真
＝
が
昨
年
４
月
に
死
去
し

た
。

　
１
月

日
、
「
育
て
て
も
ら

っ
た
道
東
の
た
め
に
」
と
の
遺

志
を
受
け
遺
族
か
ら
公
益
財
団

法
人
釧
新
教
育
振
興
基
金(

星

匠
理
事
長)

に

万
円
が
拠
出

さ
れ
た
。
遺
族
を
代
表
し
次
女

の
桃
枝
さ
ん
は
「
父
の
愛
し
た

道
東
の
皆
さ
ん
の
文
化
教
育
の

振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

釧
新
基
金
に
拠
出

札
幌
の
故
平
澤
氏
遺
族

。。。。。。。。。。。。。。。。。。

　
釧
路
出
身
で
、
現
在
ウ
イ
ー

ン
国
立
音
大
で
学
ぶ
佐
藤
直
孝

さ
ん
と
、
学
友
で
バ
イ
オ
リ
ン

奏
者
の
西
田
文
さ
ん
と
の
デ
ュ

オ
リ
サ
イ
タ
ル
が
８
日
午
後
２

時
か
ら
、
釧
路
市
北
大
通
４
の

喫
茶
リ
リ
ー
で
開
か
れ
る
。
入

場
料
は
１
０
０
０
円
（
ド
リ
ン

ク
込
み
）
。

８
日
に
バ
イ
オ
リ
ン

デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。

　
釧
路
海
上
保
安
部
と
根
室
海
上
保
安
部
は
、
２
０
２
４

年
に
発
生
し
た
船
舶
海
難
と
人
身
海
難
の
発
生
状
況
（
速

報
値
）
を
ま
と
め
た
。
釧
路
海
保
管
内
の
船
舶
海
難
は
前
年

比
３
隻
増
の
４
隻
で
人
身
海
難
は
同
２
人
増
の

人
、
根

室
海
保
管
内
の
船
舶
海
難
は
同
７
隻
増
の
９
隻
で
人
身
海

難
は
同
８
人
減
の
６
人
だ
っ
た
。
（
橋
本
梓
、
島
津
昌
和
）

　
根
室
海
保
管
内
の
船
舶
海
難

に
よ
る
死
者
、
行
方
不
明
者

は
２
０
１
４
年
以
降

年
連
続

ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
人
身
海
難
は

６
人
と
前
年
比
８
人
減
で
、
死

者
、
行
方
不
明
者
は
２
人
だ
っ

た
。

　
統
計
は
、
根
室
海
保
管
内
（
根

室
振
興
局
管
内
）
で
発
生
し
た

船
舶
海
難
、
人
身
海
難
の
状
況

を
ま
と
め
た
も
の
。
海
上
に
お

け
る
衝
突
、
浸
水
、
火
災
な
ど

の
船
舶
事
故
は
９
隻
で
船
種
別

で
は
漁
船
が
７
隻
、
貨
物
船
、

ミ
ニ
ボ
ー
ト
が
各
１
隻
。

　
事
故
種
類
別
で
は
衝
突
が
４

隻
（
前
年
比
４
隻
増
）
、
転
覆

が
２
隻
（
同
２
隻
増
）
、
浸
水

が
１
隻
（
同
１
隻
増
）
、
運
航

不
能
が
１
隻
（
同
１
隻
増
）
、

そ
の
他
が
１
隻
（
同
１
隻
増
）
。

係
留
中
の
船
が
暴
風
雪
で
浸

水
、
沈
没
し
た
事
案
や
納
沙
布

岬
沖
で
の
漁
船
同
士
の
衝
突
、

流
氷
に
よ
る
航
行
困
難
な
ど
の

事
例
が
あ
っ
た
。

  

一
方
、
人
身
海
難
は
６
人
で

死
者
、
行
方
不
明
者
が
２
人
。

こ
の
う
ち
、
船
舶
事
故
に
よ
ら

な
い
乗
船
者
の
人
身
事
故
が
３

人
（
前
年
比
７
人
減
）
、
死
者
、

行
方
不
明
者
は
０
人
（
同
）
。

内
訳
は
負
傷
が
２
人
（
同
１
人

減
）
、
病
気
が
１
人
（
同
３
人

減
）
。
船
の
ド
ラ
ム
に
巻
き
込

ま
れ
負
傷
す
る
事
案
な
ど
が
あ

っ
た
。

  

こ
の
ほ
か
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ

ー
以
外
の
海
浜
事
故
は
３
人

（
前
年
同
）
、
死
者
・
行
方
不

明
者
は
２
人
（
同
１
人
減
）
。

内
訳
は
海
中
転
落
が
２
人
（
同

１
人
増
）
、
自
殺
が
１
人
（
同
）
。

船
に
氷
を
積
む
作
業
中
に
海
中

転
落
し
た
事
案
な
ど
が
あ
っ

た
。

　
釧
路
海
保
管
内
の
船
舶
海
難

に
よ
る
死
者
、
行
方
不
明
者
は

な
く
、
事
故
を
起
こ
し
た
の
は

漁
船
３
隻
（
前
年
比
３
隻
増
）

と
遊
漁
船
１
隻
（
同
１
隻
増
）
。

事
故
の
内
訳
は
運
航
不
能
２
隻

（
同
２
隻
増
）
、
火
災
１
隻
（
同

１
隻
増
）
、
浸
水
１
隻
（
同
１

隻
増
）
。
原
因
は
見
張
り
の
不

十
分
、
整
備
不
良
、
漏
電
、
異

常
気
象
で
、
過
去
５
年
間
の
海

難
原
因
の
半
数
が
人
的
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　
人
身
海
難
の
う
ち
、
操
業
中

の
負
傷
や
病
気
な
ど
の
「
船
舶

海
難
に
よ
ら
な
い
乗
船
者
の
人

身
海
難
」
は
６
人
（
同
２
人
減
）

で
、
病
気
１
人
（
同
３
人
減
）
、

負
傷
３
人
（
同
増
減
な
し
）
、
海

中
転
落
２
人
（
同
１
人
増
）
。
乗

船
者
の
人
身
海
難
者
数
は
病
気

に
よ
る
海
難
が
減
少
し
、
過
去

５
年
間
と
同
程
度
と
な
っ
た
。

　
入
水
（
自
殺
）
や
岸
壁
か
ら

の
海
中
転
落
な
ど
の
海
浜
事
故

は

人
（
同
４
人
増
）
、
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
事
故
は

１
人
（
同
増
減
な
し
）
で
死
者

は
な
し
（
同
１
人
減
）
。
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
以
外
の
事
故
者

は

人
（
同
４
人
増
）
で
、
う

ち
死
者
は
８
人
（
同
１
人
増
）
。

内
訳
で
は
自
殺
が
８
人
（
同

増
減
な
し
）
で
、
う
ち
死
者
４

人
（
同
２
人
減
）
。
海
中
転
落

６
人
（
同
４
人
増
）
で
、
う
ち

死
者
４
人
（
同
３
人
増
）
だ
っ

た
。

　
同
海
保
は
「
異
常
気
象
な
ど

の
不
可
抗
力
に
伴
う
海
難
が
発

生
し
、
船
舶
海
難
が
増
え
た
。

基
本
事
項
を
守
る
こ
と
の
重
要

性
を
啓
発
し
、
海
難
防
止
を
呼

び
掛
け
る
」
と
し
て
い
る
。


